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巻　頭　言

「トランスレーショナル」雑感－基礎と応用の橋渡し

医療生命薬学研究所　所長　村木　克彦　

　今年度（平成 26年）、科学界を問わず、巷間の話題として注目されたものの一つが「STAP細胞」

である。一月の Nature誌において輝く彗星のごとく現れた、リケジョの筆頭著者と STAP細胞は、

半年後の 9月には、もはやその姿の確認さえ難しくなった。この話題を軸に、科学における基礎

と応用、またその橋渡し＝「トランスレーショナル」、そして教育における「トランスレーショナ

ル」について、個人的な考えを述べてみたい。

　いまでは当たり前のように分けられる科学の基礎と応用分野であるが、もともと科学にそのよ

うな区別があったわけではない。論理的思考を用いて物事を合理的に理解することが科学（サイ

エンス）であり、その意味では、科学に基礎や応用もなければ、理系や文系もない。対象が自然

であれば、いわゆる自然科学である。しかし最近の日本では、科学（サイエンス）＝自然科学と

いう傾向が強く、また科学が物事の論理的な理解を希求する行為であることを忘れてしまいがち

である。実は、STAP細胞問題もこのあたりが混乱の原因のひとつであり、本来の科学に徹すれば、

これほどの混乱はなかったのではと思ってしまう。

　しかしとくに自然科学が産業や医療に近づき、その成果が物質面や医療面での人間の幸福の追

求に役立つことが求められようになってきた現代では、自然科学の基礎領域も、応用面を意識せ

ざるをえない。実際の医療にいつ貢献できるかどうかわからない基礎医学的成果が、すぐにも臨

床応用が可能なように紹介されることも多い。国費・公費（おもに税金）を用いた事業（研究）

である以上、国民（納税者）への説明責任は当然生ずるが、これをあまり強く意識してしまうと、

真理の探究でしかなかった基礎的成果が科学的態度（物事を論理的に説明する）から遠ざかって

しまう。このため、基礎と応用をうまく「橋渡す」あるいは、予め応用を念頭においた基礎の展

開は、医療を始め、多くの科学分野で今後さらに必要になるのかもしれない。

　さて基礎と応用、そしてその「トランスレーショナル」は、現代の科学に限った話ではない。

知識の膨大化と限られた時間では、ヒトは知識の一部（基礎）を身につけ、未知の事象（応用）

に対応せざるを得ない。たとえば、患者情報はいつも完全とは限らないし、また薬剤にも未知の

要素が含まれる。それでも医療人は患者に最善の医療を施す必要があり、そのための努力が不可

欠である。限られた知識・情報をもとに、未経験の問題に取り組む現代人にこそ、トランスレー

ショナルな思考は必須といえる。

　教育は体系化された知識のやりとりが基本である。そしてこの知識（基礎）をもとに問題（応用）

を解決し、社会に貢献するととともに自身が成長する。簡単なようで簡単でない。基礎と応用を

いかに「トランスレーショナル」するか、教育にも橋渡し的な思考を涵養する試みが必要な時代

である。
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